CORNU 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Reinhold Wittig作
３人～６人　約３０分

内容物：

小物入れ　１個

小物（積木３種、鈴、銀玉、布）

カード４０枚

立て札　1個

ゲームの目的：
小物入れの中に入った物が何かを音だけで判別し、それが該当するカードを選んで当てるゲームです。

ルール：

カードをシャッフルして伏せて山とします。ゲームは時計回りに進みます。

親を決め、親となったプレーヤーはカードの山から４枚のカードを引いて表にします。

その４枚のカードの中から１枚を選び、そのカードに描かれているものと同じ小物を小物入れに入れ、フタをします。

この時、入れなかった物で中の物が分かってしまわないために、これらの作業は立て札を立てて行って下さい。（音も出さないように注意！耳を塞いで貰った方が良いかも？）
なお、？マークは何を入れても良いという意味です。

小物を入れたら、それを左隣のプレーヤーに、引いた４枚のカードと一緒に渡します。

渡されたプレーヤーは小物入れをカラカラと振って音を鳴らし、中に何が入っているのかを推測し、４枚のカードの中から該当するカードを選びます。

カードを選んだらフタを開けて中身を確認します。もし中身とカードに描かれた小物とが一致していたなら正解と見なし、当てたプレーヤーに正解したカードを１枚渡し、残りのカードは場に捨てます。（不正解だった場合は全てのカードが捨てられます）

ちなみに正解カードに？マークが描かれていても、プレーヤーはそれが何であるかまで当てる義務はありません。

正解不正解にかかわらず、今度はそのプレーヤー（小物入れを渡されて推測したプレーヤー）が親を務めます。これを繰り返し、最初に５枚のカードを得たプレーヤーが勝利します。

捕捉：プレーヤーがどれくらい小物入れを振って確認して良いのかの明確な記述が無かったので、予め振る時間を決めておくか、振る回数を決めておくと良いかも知れません。

アドバンスド・ルール
乱入：誰かが推測してカードを選んだとき、もしその選択が間違っていると思ったら、正しいと思うカードを宣言して乱入する事が出来ます。

乱入したプレーヤーは別のカードを選択し、小物入れを開けます。もし乱入したプレーヤーの選択が正解だったなら、そのカードを横取りして自分の物に出来ます。

しかしもし間違っていた場合、既に何枚かカードを取得していたなら、カードを１枚破棄しなければなりません。これは最初のプレーヤーが正解不正解に関係なく、乱入したプレーヤーが不正解ならやらなければなりません。

上級者ルール：鈴を外してプレイします。カードも鈴のあるカードは省きます。
難易度調整：引くカードの枚数を、３～５枚に変えます。当てる側がお子様の場合は３枚、、大人は４、５枚として難易度を上げます。

TIPS:
小物入れを振るときあまり勢いよく振らないで下さい。フタが空いて中身が飛び出す事があります。

子供の知育を目的としたゲームですので、大人がやるには多少簡単かもしれません。なので、お子様と一緒にプレイする場合、大人は親の役目に徹したり、アドバンスドルールを使ってハンデを付けて下さい。
カードには番号が振ってあり、３１番から４０番までのカードに？マークが描かれています。そのため、これを利用してあえて毎回、？マークのカードが来るようにカードを配るという事も可能です。

